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はじめに

皆様、本書を手に取っていただき誠にありがとうございます。

本書執筆のきっかけとなったのは 2023 年に横浜で行われた第 97 回日本感染症

学会総会・学術集会でした。「感染症専門医のこれからとキャリアパスを考える」

という特別企画が行われたのですが、その企画の中で、私自身のメンターの一人

である、新潟大学小児科教授の齋藤昭彦先生からのご依頼で、大変僭越ながら

「小児感染症医としてのキャリアの積み上げ方」というタイトルの講演をさせてい

ただきました。

この講演では、若手の先生方向けに、私自身がどのようなキャリアを積んでき

たか、海外留学で何を学んだか、臨床医が研究する意味とはなにか、などについ

てお話させていただいたのですが、その時の会場に中外医学社の編集者である桂

さんがいらっしゃいました。講演が終わった後に会場でお声をかけていただき、

小児科医のキャリアパスに関する本を執筆しないか、とお誘いいただきました。

私は感染症を専門とする一小児科医であり、私なんかが小児科医のキャリアパス

についての本を出版するなんて分不相応であると最初はお断りしようかと考えま

した。しかしながらその時に頭に浮かんだのがメンタリングのことでした。

ちょうどこの時期に医学教育の世界で大変ご高名なミシガン大学内科教授の

Sanjay Saint 先生のお話を聞く機会がありました（Saint 先生は世界中の研修医に

人気のセイントとフランシス（最新版ではセイントとチョプラ）の内科診療ガイ

ドシリーズの著者としても有名な医師であり、大変ご高名な医学教育者です）。
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Saint 先生は世界中で内科の診断学や医学教育などに関するティーチングを行っ

ているのですが、日本にも定期的に訪問されており、私の所属している国立成育

医療研究センターにも、コロナ前は毎年のように訪れていただいておりました。

2023 年はコロナ禍明けで久しぶりに訪問いただき、その際にお伺いしたお話が

「メンタリング」という医学教育手法についてのお話でした。メンタリングについ

てはこの後、本書で詳しく解説させていただきますが、この時に感じたことは、

この概念は日本の医学教育の現場にもっと普及させるべきものだ、という強い気

持ちでした。

メンタリングは、端的に言えば指導者が若手医師をどう教え、導くかという話

なのですが、メンタリングがカバーする範囲は単なる知識や技術の伝達にとどま

らず、キャリア形成も含まれています。このメンタリングに関する本を執筆する

ことで、その概念を広めることに少しでも貢献できれば、小児科医のキャリアパ

スの向上にも何らかの貢献ができるのでは、と考えた次第です。

実はメンタリングまたはメンターシップに関して Saint 先生とそのお仲間の先

生方は The Mentoring Guide: Helping Mentors and Mentees Succeed（2019 年, 

Michigan Publishing Services） 1）という素晴らしい本を書かれており、これは本

邦でも徳田安春先生をはじめとする素晴らしい日本の先生方によって『医療者の

ための成功するメンタリングガイド』（2020年, 医学書院） 2）というタイトルで翻訳

本としても出版されています。しかしながら Saint 先生から、こちらは米国の状

況を元に書かれた本であり、日本の伝統、文化、制度などに必ずしもマッチした

ものではないので、日本独自の視点も入れつつ本を書いてみたら？　とご提案を

いただきました。私自身、後輩医師の指導は自己流で四苦八苦しながら実施して
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いるところでしたし、周りを見渡してみても若手医師にどのような指導を行えば

よいのかということに関する、体系だった情報はあまりありませんでした。また、

自身が若手医師といわれる年次であった時に、いわゆるメンターの先生方から自

分が教えやすい存在だったかについても疑問がありました。指導する側も、指導

される側も、どのようなことに気を付ければより効率的な指導ができるのか、指

導を受けられるのかについてのガイドとなる本があればきっと多くの方々の助け

になるのでは、と考えました。そこでまずSaint先生らとともにEffective mento-

ring in pediatrics 3）というタイトルで日本小児科学会の英文誌である Pediatrics 

International という雑誌に Editorial という形で記事を寄稿させていただきまし

た。そして今回、その内容も踏まえつつ、より対象を広げ、発展させた形で、多

くの方に医学教育におけるメンタリングについて知っていただくために本書を執

筆させていただくことにしました。メンタリングもキャリアパスも画一的な正解

があるわけではなく、個人個人それぞれの目指すべき目標や、性格、背景などに

よってベストな方法、キャリアは当然異なるものだと思います。しかしながらそ

の基本的な部分、基礎の部分には知っておくと得をする知識や技術があります。

是非本書をお気軽に手に取っていただき、指導医の先生方には今後の後輩の指導

お役立ていただければと思いますし、若手医師の皆様には効率的な指導を受ける

ための参考にしていただき、ご自身のよりよいキャリアにつなげていただければ

幸いです。

本書では、全体を通してメンタリングに関する内容を記載しつつ、ところどこ

ろに若手医師が研修を行っていくにあたって知っておくと得する知識をコラムと

して記載してありますので、そちらも是非楽しんでいただければ幸いです。本書
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の執筆にあたり、私のメンターとして長年ご指導いただいている新潟大学小児科

教授の齋藤昭彦先生、浜松医科大学小児科教授の宮入烈先生、メンターシップの

基礎を教えていただいたミシガン大学内科教授の Sanjay Saint 先生、そしてこれ

まで私の指導を受けてくれたメンティーの皆様、普段から私を支えてくださって

いるすべて皆様に感謝申し上げます。

・・参考文献
1）	 Chopra	V,	Vaughn	VM,	Saint	S.	The	Mentoring	Guide.	Helping	Mentors	&	Mentees	Suc-

ceed.	Michigan	Publishing.	2019.
2）	 徳田安春,	監訳.	医療者のための成功するメンタリングガイド.	医学書院.	2020.
3）	 Shoji	K,	Nishiya	K,	Miyairi	I,	et	al.	Effective	mentoring	in	pediatrics.	Pediatr	Int.	2024;	66:	

e15731.	doi:	10.1111/ped.15731.
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2．メンタリング・メンターシップに関連するこれまでの研究

さて、本項では主に医学教育の世界におけるメンタリングに関して、こ

れまで報告されてきたものの中からいくつか代表的なものについて、その

内容をご紹介したいと思います。医師のみならず他の医療従事者や、医学

研究者に関する報告についても触れられればと思います。

① メンタリングのエビデンス

まず一つ目の論文は、英国の研究で、若手医師に対するメンターシップ

が、彼ら、彼女らのトレーニングの成果にどのように影響するかを検討し

た観察研究です 1）。対象者は、メンタリングを受けたグループ（25 名）と

受けていないグループ（85 名）の計 110 名で、2015 年から 2017 年にかけて

調査が行われました。英国には Membership of the Royal College of Phy-

sicians（MRCP）という、内科医が取得を目指す資格試験があります。こ

れは英国王立内科医師会（Royal College of Physicians）が実施するもので、

メンタリング・メンターシップに関連する
これまでの研究




